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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

前文 前文 

地方独立行政法人神戸市民病院機構（以下「市民病院機構」という。）は，市

民の生命と健康を守るという基本理念の下，神戸市立医療センター中央市民病院

（以下「中央市民病院」という。）及び神戸市立医療センター西市民病院（以下

「西市民病院」という。）に加え，平成 29年４月からは，神戸市立西神戸医療セ

ンター（以下「西神戸医療センター」という。）を加えた３病院を運営すること

により，病院間の連携を強化し，より効率的に市民に対して適切な医療を提供し

ていくこととしている。これらに加え，この度，眼疾患に対する高度で質の高い

医療を安定的に提供していくため，神戸アイセンター病院について，運営主体を

市民病院機構として開設する。これらのことを踏まえ，中央市民病院は市全域の

基幹病院として，西市民病院は市街地西部（兵庫区，長田区及び須磨区）の中核

病院として，西神戸医療センターは神戸西地域（須磨区，垂水区及び西区）の中

核病院として，神戸アイセンター病院は眼科領域における高水準な医療を提供

し，眼疾患に係る臨床研究及び治験推進の臨床基盤として，それぞれ「市民の

ための病院」として市民の信頼を高めることとし，本市の医療政策として担うべ

きである救急医療及び感染症医療，市内の他の医療機関では対応が困難な高度医

療並びに不足している専門医療など（以下これらを「政策的医療」という。）を

行い，公的役割を果たしていくこととする。そのため，地域の医療機関等との連

携をより強化し，地域において，高齢者の日常生活の場に医療，介護，福祉等の

様々な生活支援サービスを適切に提供する地域包括ケアシステムの構築に寄与

するなど，市民及び患者のニーズに応じたサービスを提供するとともに，職員の

人材育成にも努め，活気があふれ職員が働きやすくやりがいを持てる環境を整備

する。 

経営の面では，これまでの効率的な病院運営を踏まえ，中央市民病院，西市民

病院，西神戸医療センター及び神戸アイセンター病院の全ての職員が目標を共有

し，協力して目標を達成するための仕組みを確立する。また，地域にふさわしい

医療機能の分化，連携等を進め，効率的でかつ質の高い医療提供体制の確保を目

的とした地域医療構想も見据え，社会情勢や医療を取り巻く様々な環境の変化に

対応しつつ，市民のニーズ等を踏まえた投資の計画的な実施や，４病院化によっ

て，規模が拡大することや専門分野が充実することでの経営面・人材面でのメリ

ットの活用など，長期的視点に立った質の高い経営を行う。 

これらのことにより，引き続き，市民及び患者に対して質の高い医療を提供す

るための体制を堅持し，市民病院としての使命を果たすことを求めるため，ここ

に市長が市民病院機構に示す基本的な方針である第２期中期目標を制定する。 

地方独立行政法人神戸市民病院機構（以下「市民病院機構」という。）は，市民の生命と健康を守るという基本理念の下，

神戸市立医療センター中央市民病院（以下「中央市民病院」という。）及び神戸市立医療センター西市民病院（以下「西市民

病院」という。）に加え，平成 29年４月からは，神戸市立西神戸医療センター（以下「西神戸医療センター」という。）を加

えた３病院を運営してきた。  

 この度，平成 29年度後半を目途として，眼疾患に対する高度で質の高い医療を安定的に提供していくため，神戸アイセン

ター病院について，運営主体を市民病院機構として開設することとなった。４病院間の連携を強化するとともに，引き続き

市民病院の基本理念に基づき，救急医療，感染症医療及び市内の医療機関では対応が困難な高度医療並びに不足している専

門医療等（以下これらを「政策的医療」という。）を含めた医療を地域医療機関との連携及び役割分担の下，提供し，市民病

院としての役割を果たしていく。 

また，安定的な経営基盤を維持するとともに，４病院化によって，規模が拡大することや専門分野が充実することでの経

営面・人材面でのメリットの活用，患者サービスの一層の向上及び地域特性に応じた地域包括ケアシステムの構築に寄与で

きるよう地域医療機関等との連携強化に努める。さらに，市の施策である神戸医療産業都市における役割を担うとともに，

地域にふさわしい医療機能の分化・連携等を進め，効率的かつ質の高い医療提供体制の確保を目的とした地域医療構想も見

据え，病院を取り巻く環境の変化に対して柔軟に対応し，だれもが安心して医療を受けられる病院を目指し，市民の生命と

健康を守るという市民病院としての使命を果たす。 

計画期間中，次の事項を重点項目とする。 

① 中央市民病院は市全域の基幹病院として，他の医療機関との連携の下，救急医療体制の一層の充実を図り「断らない

救急」を実践するとともに，より高度で専門的な医療を提供する。 

② 西市民病院は市街地西部（兵庫区・長田区・須磨区）の中核病院としての役割を果たすとともに，年間を通じた 24 時

間体制での安定的な救急医療及び高水準の標準的医療を提供する。また，地域医療機関や介護福祉施設との連携を強

化し，医療と介護の架け橋となる病院を目指す。 

③ 西神戸医療センターは神戸西地域（須磨区・垂水区・西区）に根づいた安心・安全な医療をめざすことを理念とし，

神戸西地域の中核病院として，救急医療，高度専門医療，結核医療を安定的・持続的に促進する。また，地域連携を

促進し，地域完結型医療を目指す。 

 ④ 神戸アイセンター病院は眼科領域の再生医療分野を中心に，様々な分野での最新の医学研究成果等を取り入れた新し

い治療を世界に先駆けて享受できる最先端の高度な眼科病院として，標準医療から最先端の高度医療まで高水準の医

療を安定的に提供する。また，眼疾患に係る臨床研究及び治験推進の臨床基盤としての役割を果たす。 

⑤ 人材育成においては，教育及び研修制度の充実に努め，市民病院職員としての使命感を持ち，高い専門性と協調性，

ホスピタリティ（思いやり）の心を兼ね備えた職員を育てる。また，活気があふれ，職員が働きやすくやりがいの持

てる環境を提供する。 

⑥ 経営面では，目標を達成するための仕組みの確立や，今後起こりうる疾病構造や医療需要の変化に対応するとともに，

各病院が果たすべき役割や機能分担も踏まえて，長期的視点に立った計画的な投資を着実に行う等，質の高い経営が

できる病院づくりを行い，安定的な経常収支及び資金収支の維持を図る。 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

第１ 中期目標の期間 第１ 中期計画の期間  

平成 26 年４月１日から平成 31 年３月 31 日まで 平成 26 年４月１日から平成 31 年３月 31 日までの５年間とする。 

 

第２ 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 第２ 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置  

１ 市民病院としての役割の発揮  １ 市民病院としての役割の発揮 

（1）救急医療 （1）救急医療 

本市の救急医療システムの下，初期救急医療から３次救急医療まで，市民病院

の役割に応じて「断らない救急」に努めること。中央市民病院は，救命救急セン

ターとして，重症患者及び重篤患者への対応を常時確保すること。西市民病院，

西神戸医療センターは，年間を通じて 24 時間体制で救急医療の提供に努めるこ

と。 

 

・地域医療機関と密接に連携しながら，引き続き安定した救急医療体制を提供し，「断らない救急」を実践する。 

（中央市民病院） 

・救命救急センターとして，地域医療機関との役割分担を明確にした上で密接に連携し，より重症及び重篤な患者に対して

年間を通じて 24時間救急医療を提供し，市民の生命と健康を守る。 

（西市民病院） 

・年間を通じて 24 時間体制で救急医療を提供し，地域住民の安心及び安全を守る。 

（西神戸医療センター） 

・年間を通じて 24 時間体制で救急医療を提供し，地域住民の安心及び安全を守る。 

 

関連指標                               （単位：人） 

病院名 項 目 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 

救急外来患者数 

うち入院 

うち救急車受入 

33,349 

6,800 

8,652 

33,324 

6,589 

9,090 

西市民病院 

救急外来患者数 

うち入院 

うち救急車受入 

14,650 

3,021 

3,153 

15,162 

2,829 

2,903 

西神戸医療センター 

救急外来患者数 

うち入院 

うち救急車受入 

21,982 

2,580 

3,082 

22,203 

2,504 

3,057 

                

（2）小児・周産期医療 （2）小児・周産期医療 

地域医療機関との連携及び役割分担に基づき小児・周産期医療を担うと

ともに，安心して子供を産み，かつ，育てられるよう医療の提供を確保す

ること。  

・地域医療機関との連携及び役割分担を図り，市域における小児・周産期医療を安定的に提供する。また，市民が安心して

子供を産み，かつ，育てられるように，質の高い医療を提供する。 

（中央市民病院） 

・総合周産期母子医療センターとして，県立こども病院との連携及び役割分担の下，ハイリスクな出産への対応をはじめ，

小児・周産期医療を安定的に提供する。 

・小児・周産期医療に加え，産科，新生児科，小児科が一貫した医療を提供する。 

（西市民病院） 

・市街地西部の中核病院の周産期施設としての役割を果たすため，正常分娩を中心に安定した周産期医療を提供するととも

に，小児救急においては神戸こども初期急病センターの受け皿となる等，小児医療を安定的に提供する。 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

（西神戸医療センター） 

・神戸西地域の中核病院として，地域医療機関での受け入れ困難なハイリスクな出産の受入をはじめ，安定した周産期医療

を提供するとともに，小児救急においては神戸こども初期急病センターの受け皿となる等，小児医療を安定的に提供する。 

 

関連指標   

病院名 項 目 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 

小児科患者数（人）   入院延 

外来延 

12,257 

15,232 

10,801 

14,504 

小児科救急患者数（人） 

うち入院 

3,488 

853 

2,907 

762 

ＮＩＣＵ患者数（人） 3,050 2,667 

分娩件数（件） 

うち帝王切開 

789 

277 

792 

314 

ハイリスク妊娠件数（件） 80 91 

ハイリスク分娩件数（件） 140 132 

助産師外来患者数（人） 338 299 

西市民病院 

小児科患者数（人）   入院延 

外来延 

3,992 

9,693 

4,266 

10,318 

小児科救急患者数（人） 

うち入院 

445 

215 

453 

242 

ＮＩＣＵ患者数（人） ＮＩＣＵ未設置 ＮＩＣＵ未設置 

分娩件数（件） 

うち帝王切開 

552 

128 

616 

146 

ハイリスク妊娠件数（件） 35 26 

ハイリスク分娩件数（件） 36 62 

助産師外来患者数（人） 599 621 

西神戸医療センター 

小児科患者数（人）   入院延 

外来延 

8,469 

17,451 

7,744 

15,757 

小児科救急患者数（人） 

うち入院 

5,720 

555 

5,094 

544 

ＮＩＣＵ患者数（人） ＮＩＣＵ未設置 ＮＩＣＵ未設置 

分娩件数（件） 

うち帝王切開 

669 

232 

716 

215 

ハイリスク妊娠件数（件） 71 87 

ハイリスク分娩件数（件） 79 93 

助産師外来患者数（人） 205 292 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

（3）結核・感染症医療 （3）結核・感染症医療 

新興感染症発生時などの緊急時には，新型インフルエンザの経験を生かし，病

院機能の維持と，迅速かつ適切な初動対応に備えるための体制づくりや訓練を行

うとともに，感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成 1

0 年 10 月 2 日法律第 114 号）等に基づき，市長の求めに応じて対応すること。 

特に中央市民病院は，感染症指定医療機関等としての役割を果たすこと。 

また，西神戸医療センターは，市内唯一の結核病棟を有する総合病院として，

結核医療における中核的機能の維持に努めること。 

 

・新興感染症発生時等には，感染症指定医療機関である中央市民病院を中心に，市，県及び地域医療機関と連携を図りなが

ら市民の安全確保に率先して取り組む。また，非常時にも継続して医療を提供できるように平時から対応マニュアルの整

備や訓練及び研修会への参加等に積極的に取り組み，危機対応能力を高め，自ら考え行動できる職員を育成する。 

（中央市民病院） 

・新興感染症発生時においては，新型インフルエンザ患者の受け入れ経験を生かし，市，県及び地域医療機関と連携を図り

ながら速やかに患者を受け入れられる体制を整備する。 

（西市民病院） 

・新興感染症発生時等には，中央市民病院，市，県及び地域医療機関と連携を行い，円滑な対応を図ることで，市民の安全

を確保する。 

・また，感染症医療の専門医師及び感染対策チームメンバーを中心として，課題へ対応する。 

（西神戸医療センター） 

・新興感染症発生時等には，中央市民病院，市，県及び地域医療機関と連携を行い，円滑な対応を図ることで，市民の安全

を確保する。 

・結核患者の専用病棟，結核患者にも対応できる手術室などの設備を活用し，総合的な結核医療を提供する。 

 

関連指標                             （単位：人） 

病院名 項 目 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 

感染症延患者数（一類） 0 0 

感染症延患者数（二類） 47 120 

ＨＩＶ患者数 53 59 

 

関連指標                              （単位：人） 

病院名 項 目 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

西神戸医療センター 

結核延患者数（人） 
入院  10,949 

外来    491 

入院    9,051 

外来     568 

結核新規患者数（人） 
入院    166 

外来    134 

入院     150 

外来     121 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

（4）災害医療その他の緊急時における医療 （4）災害医療その他の緊急時における医療 

阪神・淡路大震災の経験や東日本大震災で得た教訓を生かし，災害時における

病院機能を維持し，及び緊急時に対応し得る医療のリーダーとして迅速かつ適切

な初動対応に備えるための体制づくりや訓練を行うこと。 

また，災害時には，神戸市地域防災計画等に基づき，市長の求めに応じて対応

するとともに，自らの判断でも医療救護活動を行うこと。 

中央市民病院は災害拠点病院として，西市民病院，西神戸医療センターは神戸

市災害対応病院として，それぞれの役割を果たすこと。 

・大規模災害発生時等には，災害拠点病院である中央市民病院を中心に，市，県及び地域医療機関と連携を図りながら市民

の安全確保に率先して取り組む。また，非常時にも継続して医療を提供できるように平時から対応マニュアルの整備や訓

練及び研修会への参加等に積極的に取り組み，危機対応能力を高め，自ら考え行動できる職員を育成する。 

（中央市民病院） 

・阪神・淡路大震災及び東日本大震災等の経験を生かし，大規模地震をはじめとした様々な災害に万全の対応を図る。 

（西市民病院） 

・大規模災害発生時等には，中央市民病院，西神戸医療センター，市，県及び地域医療機関と連携を行い，円滑な対応を図

ることで神戸市災害対応病院として，市民の安全を確保する。 

（西神戸医療センター） 

・大規模災害発生時等には，中央市民病院，西市民病院，市，県及び地域医療機関と連携を行い，円滑な対応を図ることで，

神戸市災害対応病院として，市民の安全を確保する。 

 

 

 

関連指標 

病院名 項 目 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 

災害訓練回数（回） 30 35 

災害訓練参加者数（人） 1,321 989 

災害研修回数（回） 12 9 

被災地等への派遣件数（件） 0 0 

西市民病院 

災害訓練回数（回） 22 20 

災害訓練参加者数（人） 509 442 

災害研修回数（回） 3 3 

被災地等への派遣件数（件） 0 0 

西神戸医療センター 

災害訓練回数（回） 37 37 

災害訓練参加者数（人） 499 409 

災害研修回数（回） 1 1 

被災地等への派遣件数（件） 0 0 

              

２ 高度医療及び専門医療の充実並びに医療水準向上への貢献 ２ 高度医療及び専門医療の充実並びに医療水準向上への貢献 

(1)高度医療及び専門医療の充実並びに医療需要に応じた医療の提供 （1）高度医療及び専門医療の充実並びに医療需要に応じた医療の提供 

市民病院が有する医療機能に応じて，より高度な医療及び質の高い総合

診療を含む専門的な医療を提供すること。  

他方，高齢化等に伴い複数の疾患を持つ患者に対して横断的に対応する

ため，診療科の枠を超えた総合的な診療を行うこと。  

なお，市民病院としての役割を果たした上で，疾病構造の変化，新たな

医療課題，患者の動向などの社会の変化及び市民の多様な要望に柔軟に対

応し，診療部門の見直しを行い，及び充実を図るなど，市内の医療需要に

応じた医療の提供を行うこと。  

・３病院の医療機能に応じたより高度な医療及び専門的な医療を提供する。また，患者のＱＯＬ（生活の質）向上のため，

より身体の負担が少ない手術や検査の充実に取り組む。 

・疾病構造の変化や医療需要と供給のバランスに応じて適宜，機能に応じた医療を提供する。 

・複数の疾患を持つ患者に対応できるように診療科の枠を超えた医療や質の高い総合的な診療を充実する。 

（中央市民病院） 

・市全域の基幹病院として，専門外来をはじめ各専門医療センターの充実等を通じて，より高度で専門性を必要とする疾患



地方独立行政法人神戸市民病院機構 第２期中期目標・第２期中期計画 変更（案）          

7            

                                       

第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

 に対応する。 

・医療需要の変化に応じて，他の地域医療機関では提供できない医療に適切に対応する。また，先進医療等に積極的に取り

組む。 

（西市民病院） 

・循環器内科をはじめとした診療科の体制強化，内視鏡検査部門の充実等により，さらなる専門性の高い医療を提供する。 

・高齢者医療や生活習慣病医療等，地域が必要とする医療を強化するとともに，総合内科の充実をはじめとする「やさしさ

のある医療」を提供することにより，病院の特色づくりを行い，魅力ある病院を目指す。 

（西神戸医療センター） 

・がん関連の専門外来や化学療法の充実等により，市民の多様な医療ニーズに対応した専門医療を提供する。また，カテー

テル治療や内視鏡治療の充実を図ることで，低侵襲な高度医療を提供する。 

・市民が適切な医療を身近な地域で受けられるよう，大規模投資(手術室増室)や手術支援ロボット等の高度医療機器を活用

して，診療科やチームが先進医療など特色ある高度専門医療を提供していく。 

 

関連指標  

病院名 項 目 平成 27年度実績 平成 26年度実績 

中央市民病院 

検査人数（ＣＴ）（人） 44,634 42,758 

検査人数（ＭＲＩ）（人） 17,538 17,109 

検査人数（ＰＥＴ）（人） 2,209 2,141 

検査人数（心臓血管造影）（人） 1,125 1,068 

検査人数（脳血管造影）（人） 721 706 

手術件数（手術室で実施）（件） 

うち腹腔鏡・胸腔鏡 

12,544 

1,588 

12,261 

1,546 

内視鏡による手術件数（件） 2,812 2,326 

全身麻酔実施件数（件） 9,039 8,897 

西市民病院 

検査人数（ＣＴ）（人） 14,557 13,791 

検査人数（ＭＲＩ）（人） 4,570 4,882 

検査人数（ＰＥＴ）（人） - - 

検査人数（心臓血管造影）（人）※１ 189 541 

検査人数（脳血管造影）（人） - - 

手術件数（手術室で実施）（件） 

うち腹腔鏡・胸腔鏡 

2,899 

617 

3,117 

658 

内視鏡による手術件数（件） 1,233 1,119 

全身麻酔実施件数（件） 1,893 1,988 

西神戸医療センター 

検査人数（ＣＴ）（人） 17,586 19,671 

検査人数（ＭＲＩ）（人） 10,050 9,447 

検査人数（ＰＥＴ）（人） － － 

検査人数（心臓血管造影）（人） 441 248 

検査人数（脳血管造影）（人） 151 203 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

手術件数（手術室で実施）（件） 

うち腹腔鏡・胸腔鏡 

5,955 

1,019 

5,943 

979 

内視鏡による手術件数（件） 1,709 1,059 

全身麻酔実施件数（件） 3,044 2,884 

  ※1 平成 27 年度より，延検査回数から実患者数に変更                        

 

（2）５疾病(がん，脳卒中，急性心筋梗塞，糖尿病及び精神疾患）への対応 （2）５疾病（がん，脳卒中，急性心筋梗塞，糖尿病及び精神疾患）への対応 

５疾病への対応は，市民の健康の重要課題であり，地域医療機関と役割

を分担した上で，市民病院の機能に応じた医療を提供すること。  

 

・がん，脳卒中，急性心筋梗塞については，地域医療機関との役割分担及び連携を明確にした上で，３病院に求められてい

る使命を果たす。 

・糖尿病については，教育入院や糖尿病教室を引き続き行うとともに，糖尿病地域連携パスの利用を促進する等，生活習慣

病医療を強化する。また，糖尿病合併症については，関係診療科との連携を図りながら取り組む。 

・精神疾患については，地域の専門病院と連携を図りながら，身体合併症等への対応を中心に取り組む。 

（中央市民病院） 

・地域がん診療連携拠点病院として，がん診断治療の分野において，高度の標準治療を提供するとともに，化学療法及び放

射線治療等のより負担の少ない治療を提供する。 

・脳卒中をはじめとした脳血管障害や急性心筋梗塞をはじめとした心臓循環器領域の疾患に対しては，内科系医師，外科系

医師，看護師及びコメディカル等がチームを組んで最適な医療を提供する体制を一層強化する。 

（西市民病院） 

・がん治療については，患者の負担が少ない手術や高水準の治療をより積極的に行い，患者のＱＯＬの向上に取り組むとと

もに，化学療法や市民病院間との連携による放射線治療の充実を図る等，専門的ながん診療機能を有する医療機関として

の役割を発揮する。 

（西神戸医療センター） 

・地域がん診療連携拠点病院として，がん治療の専門性を最大限に活かし，多職種のスタッフの力を結集し，地域医療機関とともに患

者・家族が安心して生活できる診療連携体制を整備・構築する。 

 

関連指標 

病院名 項 目 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 

がん退院患者数（人） 4,214 4,205 

がん患者外来化学療法数（人） 7,721 7,326 

がん患者放射線治療数（人） 8,295 9,288 

緩和ケア外来延べ患者数（人） 1,914 2,096 

がん患者相談受付件数（件） 641 468 

脳卒中退院患者数（人） 1,078 1,087 

急性心筋梗塞退院患者数（人） 91 97 

糖尿病退院患者数（人） 216 202 

精神・神経科が関わった救急入院患者数※1（人） 24 30 

身体合併症受入延患者数（人） 1,198 1,611 

認知症鑑別診断数（件） 149 140 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

西市民病院 

がん退院患者数（人） 2,191 2,282 

がん患者外来化学療法数（人） 2,155 2,775 

がん患者放射線治療数※2（人） 136 168 

緩和ケア外来延べ患者数（人） - - 

がん患者相談受付件数（件） 29 59 

脳卒中退院患者数（人） 39 53 

急性心筋梗塞退院患者数（人） 16 20 

糖尿病退院患者数（人） 138 156 

精神・神経科が関わった救急入院患者数※1（人） - - 

身体合併症受入延患者数（人） 182 310 

認知症鑑別診断数※3（件） 176(80) 153 

西神戸医療センター 

がん退院患者数（人） 2,928 2,657 

がん患者外来化学療法数（人） 5,262 4,086 

がん患者放射線治療数（人） 8,630 9,826 

緩和ケア外来延べ患者数（人） 380 303 

がん患者相談受付件数（件） 727 98 

脳卒中退院患者数（人） 287 264 

急性心筋梗塞退院患者数（人） 53 48 

糖尿病退院患者数（人） 147 142 

精神・神経科が関わった救急入院患者数※２（人） － － 

身体合併症受入延患者数（人） 27 29 

認知症鑑別診断数（件） － － 

  ※1 精神疾患診断初回加算（自殺企図等による重篤な救命救急入院の患者であって精神科の医師が精神疾患に

対する診断治療を行った場合に算定可能）を算定している患者数 

  ※2 西市民病院のがん患者放射線治療数は他病院への紹介患者数 

  ※3 平成 27 年度より，認知症鑑別診断の予約枠での診断数（（）内）に加えて，精神・神経科外来を受診され，認知症鑑

別が必要となった患者もカウント 

 

（3）チーム医療の実践及び専門性の発揮 （3）チーム医療の実践及び専門性の発揮 

全ての医療現場において，医療に携わる全ての職員が，部門や職種を超

えた良好なコミュニケーションの下で，チーム医療を実践するとともに，

それぞれの専門性を発揮した医療を提供すること。  

 

・高齢化社会の下，高度複雑化する疾患や高度に進化した治療法に対応するため，あらゆる部門や職種を超えた良好なコミ

ュニケーションの下に，より専門的な診療を実現するため，チーム医療を一層推進する。 

・各専門職がそれぞれの専門性を発揮し，より良い医療を提供する。 

 

関連指標                                     （単位：件） 

病院名 項 目 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 

薬剤管理指導件数 21,584 22,260 

栄養指導件数    個別 

          集団 

2,851 

423 

2,751 

452 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

リハビリ実施件数  運動器 

          脳血管疾患等 

          呼吸器 

          心大血管疾患 

          がん患者 

          廃用症候群 

18,229 

64,387 

13,270 

14,585 

6,645 

7,951 

17,454 

54,465 

11,700 

13,669 

5,952 

2,578 

口腔ケア実施件数 3,189 3,138 

西市民病院 

薬剤管理指導件数 11,882 10,311 

栄養指導件数    個別 

          集団 

1,825 

75 

1,821 

70 

リハビリ実施件数  運動器 

          脳血管疾患等 

          呼吸器 

          心大血管疾患 

          がん患者 

          廃用症候群 

11,190 

4,353 

9,046 

426 

1,396 

7,131 

11,853 

5,329 

6,425 

644 

1,307 

5,681 

口腔ケア実施件数 2,428 2,334 

西神戸医療センター 

薬剤管理指導件数 20,041 16,704 

栄養指導件数    個別 

          集団 

1,747 

45 

1,539 

44 

リハビリ実施件数  運動器 

          脳血管疾患等 

          呼吸器 

          心大血管疾患 

          がん患者 

          廃用症候群 

10,878 

13,629 

4,379 

600 

1,383 

3,502 

9,966 

10,887 

2,119 

457 

856 

3,758 

口腔ケア実施件数 109 123 

              

（4）臨床研究及び治験の推進 （4）臨床研究及び治験の推進 

より多くの市民に提供できる医療となるよう，医療機器や新薬の開発へ

の貢献や再生医療等の高度な医療の早期実用化に向けて体制整備の充実

を図るなど，臨床研究及び治験を推進すること。なお，推進にあたっては，

患者への十分な説明の下で行うとともに，安全性及び倫理性を十分に確保

すること。  

 

 

 

 

 

・より有効で安全性の高い治療を目指し，様々な職種の参画あるいは他病院との共同研究も含め，より多角的な視点から新

薬や新医療機器の開発及び再生医療等の高度な医療の早期実用化等に貢献するため，治験及び臨床研究に積極的に取り組

む。なお，実施に当たっては，患者の自由意思によるインフォームド・コンセント（患者が自ら受ける医療の内容に

納得し，及び自分に合った治療法を選択できるよう，患者への分かりやすい説明を行った上で同意を得るこ

と。）を得るとともに，人権の保護，安全性の確保，倫理的配慮等を十分に行う。 

・高度で多岐に渡る医療の実践により蓄積された豊富な臨床データを下に，今後の医療の方向性を指し示せる情報を発信す

る。また，論文投稿や学会発表等により医療の発展に貢献する。 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

 

 

 

 

 

 

関連指標                              （単位：件） 

病院名 項 目 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 

治験実施件数 117 109 

受託研究件数 205 178 

臨床研究件数 126 140 

論文掲載件数 205 225 

学会発表件数 762 664 

西市民病院 

治験実施件数 8 6 

受託研究件数 44 34 

臨床研究件数 16 20 

論文掲載件数 26 18 

学会発表件数 77 84 

西神戸医療センター 

治験実施件数 5 8 

受託研究件数 81 78 

臨床研究件数 36 28 

論文掲載件数 70 63 

学会発表件数 324 303 
 

３ 安全で質の高い医療を提供する体制の維持 ３ 安全で質の高い医療を提供する体制の維持 

（1）医療の質を管理することの徹底（クリニカルパス及び臨床評価指標の充実等） （1）医療の質を管理することの徹底（クリニカルパス及び臨床評価指標の充実等） 

より質の高い医療を提供するため，クリニカルパス（入院患者に対する

治療の計画を示した日程表）の充実と活用に積極的に取り組むこと。  

また，電子化を推進し，並びにＤＰＣ（診断群分類別包括評価）による

診療情報のデータを活用し，臨床評価指標などを設定し，及び分析するこ

とによって，医療の質の向上と標準化を図るとともに，患者に最適でより

効果的な医療を提供すること。  

 

・質の高い医療を提供するため，クリニカルパス（入院患者に対する治療の計画を示した日程表），臨床評価指標及び

ＤＰＣ/ＰＤＰＳ（診断群分類に基づく１日当たり定額報酬算定制度）データ等を活用する。また，ＩＣＴ化の促進等

により，医療の質を継続的に管理できる体制を確立する。 

・医療機能評価の受審等，外部評価も積極的に活用し医療の質向上を図る。 

（中央市民病院） 

・ＩＣＴ化による医療情報データベースを最大限に活用するとともに，診療情報を一元管理し，医療の質向上と経営の効率

化を図る。 

・医療情報の共有化を進め，市関連病院をはじめとした地域医療機関とのさらなる連携を行う。 

（西市民病院） 

・電子カルテを中心とした総合的な医療情報システムを円滑に導入する。また，導入により医療の質向上と安全確保を図る

とともに，患者へのきめ細かい情報提供や経営の効率化にも繋げる。 

・電子カルテを中心とした医療情報システムの導入により有用な臨床評価指標を設定し，医療の質の改善及び向上を図る。 

（西神戸医療センター） 

・電子カルテを中心とした病院総合情報システムにより，医療の質・安全の確保を図り，患者サービスの向上に努める。ま

た，管理運営支援・経営支援として活用し経営の効率化に繋げる。 

 

関連指標  

病院名 項 目 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 クリニカルパス数（種類） 396 367 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

西市民病院 209 203 

西神戸医療センター 206 204 

 

目標値 

病院名 項 目 目標値 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 

クリニカルパス適用率（％） 

60.0 以上 63.8 59.9 

西市民病院 50.0 以上 45.0 49.8 

西神戸医療センター 50.0 以上 62.5 62.1 

          

（2）医療安全対策及び医療関連感染（院内感染）対策の強化 （2）医療安全対策及び医療関連感染（院内感染）対策の強化 

医療の質の管理を徹底するため，引き続き組織として医療安全文化（医

療職も患者と共に医療の安全について考えていくことで事故防止を目指

す考え方）の醸成に努め，医療の全過程に関して，全ての職員が意識して，

インシデント（医療の全過程のうちいずれかの過程において発生した，患

者に被害を及ぼすことはなかったが注意を喚起すべき事例）及びアクシデ

ント（医療の全過程のうちいずれかの過程において発生した，患者に傷害

を及ぼした事例）に関する情報の収集及び分析を行い，その結果を反映さ

せた上で，医療事故の予防及び再発の防止に取り組むなど，医療安全対策

を徹底すること。  

また，医療関連感染（院内感染）についても，職員への教育及び啓発を

徹底するなど，院内感染対策を確実に実践すること。  

 

・全職員が患者の安全を最優先に万全な対応を行うことができるように，医師及び看護師等からなる医療安全管理室を中心

に，医療安全に関する情報の収集及び分析を行い，医療安全対策の徹底及び医療安全文化（医療職も患者と共に医療の

安全について考えていくことで事故防止を目指す考え方）を醸成する。 

・院内で発生したインシデント（医療の全過程のうちいずれかの過程において発生した，患者に被害を及ぼすこと

はなかったが注意を喚起すべき事例）及びアクシデント（医療の全過程のうちいずれかの過程において発生した，

患者に傷害を及ぼした事例）についての報告を強化し，その内容を分析することにより再発防止に取り組む。 

・医療事故が発生した場合には，医療事故調査制度に基づき適切な対応を取るとともに，公表指針に基づき公表し，信頼性

と透明性を確保する。 

・感染管理医師，感染管理看護師を中心に，感染に関する情報発信を積極的に行うとともに，複数の医療職から構成する感

染対策チームによる院内ラウンドを実施し，院内での感染状況の評価や感染対策活動を積極的に行う。 

（中央市民病院） 

・研修や講演会を適宜実施し，院内すべての従事者に対して医療安全と感染症及び感染防止に関する正しい知識の維持向上

を図る等，教育を充実する。また，医療事故の再発防止や院内感染の予防対策が確実に実行できるように体制を強化する。 

（西市民病院） 

・医療機器の計画的更新及び保守による安全管理の徹底と医療機能の確保を図るとともに，薬剤師の病棟配置による医薬品

処方，調剤及び与薬における安全管理を徹底する。 

（西神戸医療センター） 

・インシデント事例を分析して院内で共有し，医療安全に対する知識を高めるとともに，医療機器の管理を徹底することに

より安全文化の醸成をはかる。 

・院内感染防止のため定期的にラウンドを行い，感染対策室を中心に防止策の策定等の感染コントロールを行う。 

 

関連指標    

病院名 項 目 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 

医療安全委員会等開催回数（回） 12 12 

医療安全研修等実施回数（回） 105 107 

インシデントレポート報告件数（件） 

うちアクシデントレポート報告件数（件） 

4,798 

15(20) ※１ 

4,105 

31(43) ※１ 

感染症対策委員会等開催回数（回） 12 12 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

感染管理チームラウンド回数（回）  週 1(対象菌発生

時にはその都度) 

 週 1(対象菌発生

時にはその都度) 

感染管理研修等実施回数（回） 80 16 

西市民病院 

医療安全委員会等開催回数（回） 12 12 

医療安全研修等実施回数（回） 16 22 

インシデントレポート報告件数（件） 

うちアクシデントレポート報告件数（件） 

 1,617 

6 

1,630 

8 

感染症対策委員会等開催回数（回） 12 12 

感染管理チームラウンド回数（回） 51 51 

感染管理研修等実施回数（回） 34 16 

西神戸医療センター 

医療安全委員会等開催回数（回） 13 13 

医療安全研修等実施回数（回） 90 106 

インシデントレポート報告件数（件） 

うちアクシデントレポート報告件数（件） 

2,047 

17（15）※ 

2,016 

6（15）※ 

感染症対策委員会等開催回数（回） 12 12 

感染管理チームラウンド回数（回） 48 48 

感染管理研修等実施回数（回） 57 60 

   ※1 （ ）書きは合併症（検査や治療に伴って，ある確率で不可避に生じる病気や症状）を含む。 

 

（3）法令及び行動規範の遵守（コンプライアンス）の徹底 （3）法令及び行動規範の遵守（コンプライアンス）の徹底 

市民病院としての使命を適切に果たすため，医療法（昭和 23 年法律第

205 号）をはじめとする関係法令を遵守することはもとより，個人情報の

保護や情報公開に関しては本市の条例に基づき適切な対応を行うなど，行

動規範と倫理を確立し，社会的信用を高めることで，市民から信頼される

病院となるよう努めること。 

・市民病院としての使命を適切に果たし，市民からの信頼を確保するために，職員一人ひとりが医療提供者であるという意

識を持ち，医療法（昭和 23 年法律第 205 号）をはじめ市の条例が適用される個人情報保護や情報公開等も含めた関係法令

の遵守を徹底する。 

・法令及び行動規範遵守の重要性を全職員が認識及び実践するため，院内における職場研修を定期的に実施し周知徹底を図

る。 

４ 市民及び患者とともに築くやさしい病院 ４ 市民及び患者とともに築くやさしい病院 

（1）患者のニーズに応じたサービスの提供 （1）患者のニーズに応じたサービスの提供 

患者のニーズを適切に把握し，インフォームド・コンセント（患者が自

ら受ける医療の内容に納得し，及び自分に合った治療法を選択できるよ

う，患者への分かりやすい説明を行った上で同意を得ること。）や診療等

の待ち時間対策などを実施するとともに，誰もが利用しやすい病院となる

よう環境を整備するなど患者及びその家族の立場を踏まえ，患者に対する

サービスの向上に努めること。  

 

・患者満足度調査や意見箱に寄せられた意見等により患者ニーズを把握し，必要な改善を適宜行い，ボランティアとも連携

し，患者の視点に沿った病院づくりを進める。 

・患者やその家族が院内で快適に過ごすことができるよう，総合的な待ち時間対策や療養環境の向上，安全かつ良好で食生

活の改善に繋がる入院食の提供，安らぎと楽しみを与えられる取り組みの実施等，患者サービスの向上を図る。 

・「患者の権利章典」の下，患者中心の医療を常に実践し，インフォームド・コンセントを徹底するとともに，引き続きセカ

ンドオピニオンについても対応する。 

・患者の利便性がより向上するよう，病院へのアクセス改善や国際化の進展による多言語への対応等，だれもが利用しやす

い病院づくりを行う。 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

関連指標    

病院名 項 目 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 

患者満足度調査結果（入院患者）（％） 

（満足＋やや満足) 

98.2 96.8 

患者満足度調査結果（外来患者）（％） 

（満足＋やや満足) 

93.1 92.8 

入院食事アンケート結果（％） 

（満足＋やや満足）※１ 

80.7 

 

73.9 

ボランティア登録人数（人） 92 234 

ボランティア活動時間（時間/月）※2 741 693 

セカンドオピニオン受付数（件） 201 224 

西市民病院 

患者満足度調査結果（入院患者）（％） 

（満足＋やや満足) 

96.4 95.3 

患者満足度調査結果（外来患者）（％） 

（満足＋やや満足) 

95.0 91.8 

入院食事アンケート結果（％） 

（満足＋やや満足）※１ 

84.7 85.5 

ボランティア登録人数（人） 36 31 

ボランティア活動時間（時間/月）※2 150 136 

セカンドオピニオン受付数（件） 3 1 

西神戸医療センター 

患者満足度調査結果（入院患者）（％） 

（満足＋やや満足) 

94.3 96.5 

患者満足度調査結果（外来患者）（％） 

（満足＋やや満足) 

91.7 91.6 

入院食事アンケート結果（％） 

（満足＋やや満足）※１ 

82.0※ 86.0※ 

 

ボランティア登録人数（人） 44 49 

ボランティア活動時間（時間/月） 170 182 

セカンドオピニオン受付数（件） 14 15 

   ※1 中央市民病院及び西市民病院については，患者満足度調査結果より，西神戸医療センターについては，食事に関する

アンケートより 

   ※2 26 年度までは登録者数，27年度は実際のボランティア活動者（兵庫県ボランティア・市民活動災害共済加入者）数を

記載 

（2）市民及び患者へ開かれた病院（市民への情報発信） （2）市民及び患者へ開かれた病院（市民への情報発信） 

市民及び患者に対し，市民病院の役割，機能などについてホームページ

等により分かりやすく情報提供を行うとともに，健康づくりのための情報

発信を積極的に行うことにより，市民及び患者へ開かれた病院になるよう

努めること。  

 

・３病院の特色や疾患の治療方針，地域医療機関との連携状況，さらには急性期病院であるといった市民病院の機能や役割

について市民及び患者に広く知ってもらうため，広報誌やホームページを充実する等，情報を積極的に発信する。 

・患者のみならず広く市民を対象とした公開講座や各種教室及び患者サロン等の充実を図り，全ての市民の健康向上のため，

市とともに健康づくり施策に取り組む。 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

関連指標                                   （単位：回） 

病院名 項 目 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 

各種教室等開催回数 32※1 31※１ 

市民向け広報発行回数 しおかぜ通信 2 しおかぜ通信 3 

ホームページアクセス回数 3,299,683 3,239,976 

西市民病院 

各種教室等開催回数 24※２ 26※２ 

市民向け広報発行回数 虹のはし 3 虹のはし 2 

ホームページアクセス回数 221,027 179,422 

西神戸医療センター 

各種教室等開催回数 26※3 30※3 

市民向け広報発行回数 そよかぜ 3 そよかぜ 3 

ホームページアクセス回数 182,884 170,702 

※1 心臓，糖尿病，腎臓，消化器病教室                         

 ※2 糖尿病，禁煙教室，市民公開講座 

※3 糖尿病・禁煙・がん教室 

５ 地域医療連携の推進 ５ 地域医療連携の推進 

（1）地域医療機関との更なる連携 （1）地域医療機関との更なる連携 

地域医療連携体制の構築に資するため，地域医療機関との連携及び協力体制を

更に充実させ，医療機能や役割に応じて患者の紹介（地域医療機関からの患者の

紹介）を受け，又は逆紹介（地域医療機関に対する患者の紹介）を行い，病病・

病診連携（市民病院が行う地域の病院及び診療所との連携）を推進すること。 

・地域医療機関のニーズを把握し，３病院の役割に応じた患者の紹介・逆紹介を行うとともに，地域連携パスの活用，持参

薬情報の整理と共有等，地域医療機関との連携をより一層推進する。 

・オープンカンファレンスや研修会の開催，講師派遣等により顔の見える地域連携を実現する。 

（中央市民病院） 

・高度医療機器の共同利用促進や連携登録医とのさらなる連携等，地域医療機関との協力体制を充実するととも

に，後方支援病院の確保に努める。 

・地域医療における機能分担と連携強化に繋がるよう，関心の高いテーマを中心にオープンカンファレンスや研

修会を計画的に開催する。 

（西市民病院） 

・各診療科の医師と地域医療機関の医師が顔の見える連携を図り，信頼関係を構築することで，紹介・逆紹介を

さらに推進し，市街地西部の中核病院として地域医療支援病院の役割を果たす。 

（西神戸医療センター） 

・開院当初より開催している医師会や歯科医師会と組織する連携システム連絡協議会や地域医師会との合同カン

ファレンスを継続する。また，医師による地域医療機関への訪問等により信頼関係を深め，垣根のない関係性

を構築していく。 

・地域医療支援病院として紹介・逆紹介のさらなる推進をはかり，円滑な転院調整等，地域医療機関との役割分

担を確立していく。 

 

目標値                                   （単位：％） 

病院名 項 目 目標値 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 
紹介率 55.0 以上 57.4 54.1 

逆紹介率 90.0 以上 111.8 111.8 



地方独立行政法人神戸市民病院機構 第２期中期目標・第２期中期計画 変更（案）          

16            

                                       

第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

西市民病院 
紹介率 50.0 以上 46.7 41.7 

逆紹介率 70.0 以上 89.2 91.3 

西神戸医療センター 
紹介率 50.0 以上 67.4 65.8 

逆紹介率 70.0 以上 132.9 126.2 

 

 

関連指標     

病院名 項 目 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 

地域連携パス適用患者数※（人） 360 349 

地域医療機関向け広報発行回数（回） 4 4 

オープンカンファレンス開催回数（回） 48 45 

オープンカンファレンス院外参加者数（人） 1,845 1,351 

西市民病院 

地域連携パス適用患者数※（人） 65 68 

地域医療機関向け広報発行回数（回） 12 12 

オープンカンファレンス開催回数（回） 33 34 

オープンカンファレンス院外参加者数（人） 745 720 

西神戸医療センター 

地域連携パス適用患者数※（人） 225 243 

地域医療機関向け広報発行回数（回） 13 14 

オープンカンファレンス開催回数（回） 94 103 

オープンカンファレンス院外参加者数（人） 1,900 1,255  

   ※ 診療報酬上評価されているもの 

（2）在宅医療への支援及び在宅医療との連携の強化 （2）在宅医療への支援及び在宅医療との連携の強化 

本市において構築を予定している地域包括ケアシステムに，市民病院の

機能に応じて協力して取り組み，市民病院と地域の間における診療体制や

ケアの連続性を重視し，市民病院を退院した患者が安心して在宅で生活を

送れるよう支援すること。 

その際，本市と協力し，医療，保健及び福祉の連携を図ること。 

・患者が退院から在宅へと円滑に移行できるように，入院初期から積極的に退院支援を行う。 

・患者が安心して地域で療養できるように，地域の在宅診療医や介護施設，訪問看護ステーション等との連携や支援の強化，

急変時の受け入れ体制の強化等を行い，神戸市における地域包括ケアシステムの中での市民病院としての役割を果たす。 

（中央市民病院） 

・在宅診療医，訪問看護ステーション，ケアマネジャー及び福祉事務所等と緊密に連携しながら，早期に退院ができるよう

患者の状況に応じた支援を行う。特に，後方支援病院を経由して在宅復帰を目指す患者が在宅へ円滑に移行できるよう，

回復期リハビリ病棟を設けている病院と連携を強化する。 

（西市民病院） 

・在宅支援室を中心に地域の訪問看護ステーションの後方支援機能を充実させる等，地域との連携を強化し，医

療と介護の架け橋となる病院，地域医療の受け皿かつ砦となる病院を目指す。 

（西神戸医療センター） 

・地域の在宅診療医や居宅支援事業所，訪問看護ステーション等との切れ目のない連携に取り組み，在宅医療の

円滑化，普及に努める。 

・入院時あるいは入院前からの退院支援への介入やリハビリの早期介入など院内における退院支援システムの再

構築・強化に取り組む。 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

関連指標                                      （単位：件） 

病院名 項 目 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 

退院調整実施件数 1,332 1,485 

専門看護師及び認定看護師等による 

在宅訪問看護件数 

0 0 

西市民病院 

退院調整実施件数 947 1,127 

専門看護師及び認定看護師等による 

在宅訪問看護件数 

0 0 

西神戸医療センター 

退院調整実施件数 888 574 

専門看護師及び認定看護師等による 

在宅訪問看護件数 

0 1 

          

６ 神戸アイセンター病院の役割 ６ 神戸アイセンター病院の役割 

（1）高度医療及び専門医療等の充実並びに臨床研究及び治験の推進 （1）高度医療及び専門医療等の充実並びに臨床研究及び治験の推進 

神戸アイセンター病院は，市民に対し，眼疾患に関する優れた標準医療から最新の

医学研究成果等を取り入れた最先端の高度な眼科医療まで質の高い地域医療を安全に

提供すること。 

眼疾患に係る臨床研究及び治験を高い倫理性と科学性を保持しつつ，安全かつ円

滑に行うことによって，臨床基盤としての役割を果たすこと。 

医療安全文化（医療職も患者と共に医療の安全について考えていくことで事故防止

を目指す考え方）の醸成に努め，医療事故の予防及び再発の防止に取り組むなど，医

療安全対策を徹底すること。 

 

（高度医療及び専門医療等） 

・眼科領域における高水準の医療を提供する基幹病院として，一般診療だけでなく，再生医療分野を中心に，様々な分野での最新

の医学研究成果等を取り入れ，網膜色素上皮細胞移植や培養口腔粘膜上皮細胞シートによる眼表面再建治療、角膜移植など，よ

り高度で専門性を必要とする眼疾患に対応する。 

・質の高い医療を提供するため，クリニカルパス（入院患者に対する治療の計画を示した日程表）を活用する。 

 

関連指標 

項  目  

手術実施件数（件）  

うち白内障手術（件）  

うち硝子体手術（件）  

うち緑内障手術（件）  

硝子体注射件数（件）  

レーザー治療件数（件）  

検査人数（眼底三次元画像解析）（人）  

検査人数（蛍光眼底造影検査）（人）  

専門外来患者数（人）  

クリニカルパス数（種類） 実 績  

クリニカルパス適用率（％） 
目標値 99.0％ 

実 績  

 

 

（臨床研究及び治験） 

・より有効で安全性の高い治療を目指し，研究部門（機関）と緊密に協力して橋渡し研究を行い，眼疾患に係る臨床研究及び治
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

験に積極的に取り組む。なお，臨床研究及び治験の実施に当たっては，患者の自由意思によるインフォームド・コンセント（患

者が自ら受ける医療の内容に納得し，及び自分に合った治療法を選択できるよう，患者への分かりやすい説明を行ったうえで同

意を得ること）を得るとともに，人権の保護，安全性の確保，倫理的配慮等を十分に行う。 

 

関連指標     （単位：件） 

項 目 

治験実施件数 

受託研究件数 

臨床研究件数 

論文掲載件数 

学会発表件数 

 

（医療安全及び医療関連感染（院内感染）対策） 

・院内に設置する委員会等において，医療安全及び院内感染対策にかかる課題について議論を行うとともに，必要な情報を積極的

に発信する等，医療安全及び医療関連感染（院内感染）対策の強化を図る。 

・院内で発生したインシデント（医療の全過程のうちいずれかの過程において発生した，患者に被害を及ぼすことはなかったが注

意を喚起すべき事例）及びアクシデント（医療の全過程のうちいずれかの過程において発生した，患者に障害を及ぼした事例）

についての報告を強化し，その内容を分析することにより再発防止に取り組む。また，医療事故が発生した場合には，医療事故

調査制度に基づき適切な対応を取るとともに，公表指針に基づき公表し，信頼性と透明性を確保する。 

 

関連指標 

項 目 

医療安全委員会等開催回数（回） 

医療安全研修等実施回数（回） 

インシデントレポート報告件数（件） 

うちアクシデントレポート件数（件） 

感染対策委員会等開催回数（回） 

感染管理研修等実施回数（回） 

           

（2）市民及び患者とともに築くやさしい病院並びに地域連携の推進 （2）市民及び患者とともに築くやさしい病院並びに地域連携の推進 

患者の視点に沿った病院運営や，市民及び患者への積極的な情報提供に努めること。  

地域医療機関との連携及び協力体制を推進し，積極的な連携を図ること。特に，隣

接する中央市民病院とは，医療機能面における役割分担を推進するとともに，緊密な

連携体制を構築すること。また，ロービジョンケア（視覚に障害がある人に対する支

援）との連携を図ることによって，社会生活への円滑な復帰支援を行うこと。 

（患者サービス） 

・バリアフリー・ユニバーサルデザインを意識し，来院者の目線に配慮した施設配置やスムースな動線，分かりやすい表示を確保

するとともに，外来での待ち時間対策を行う。 

・病院の特色や疾患の治療方針等について，市民及び患者に幅広く知ってもらうため，広報誌やホームページを充実する等，情報

を積極的に発信する。 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

 

関連指標 

項 目 

患者満足度調査結果（入院患者）（％） 

（満足＋やや満足) 

患者満足度調査結果（外来患者）（％） 

（満足＋やや満足) 

市民向け広報発行回数（回） 

ホームページアクセス回数（回） 

 

（連携の推進） 

・地域医療機関との連携や機能分担を図り，高度医療及び専門的医療の必要な患者や入院患者を積極的に受入れるとともに，患者

の病状に応じた地域医療機関への逆紹介を推進する。 

・隣接する中央市民病院と患者の診療情報を連携することも含めて医療機能面における役割分担，連携の促進を図る。 

・ロービジョンケア（視覚に障害がある人に対する支援）と緊密に連携を行うことにより，重篤な眼疾患から社会生活へ復帰を支

援するワンストップセンターとしての役割を果たす。 

 

関連指標 

項 目  

紹介率（％） 
目標値 50.0％ 

実 績  

逆紹介率（％） 
目標値 70.0％ 

実 績  

オープンカンファレンス開催回数（回）  

オープンカンファレンス院外参加人数（人）  

市関連病院からの紹介患者数（人）  

うち中央市民病院（人）  

市関連病院への紹介患者数（人）  

うち中央市民病院（人）  

          

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

１ 優れた専門職の確保と人材育成  １ 優れた専門職の確保と人材育成  

（1）優れた専門職の確保 （1）優れた専門職の確保 

市民病院としての役割を果たすために優秀な医師，質の高い看護師など

医療職を始めとする人材の採用方法を工夫し，優れた専門職の確保に努め

ること。  

 

・すべての職種について，新卒採用のみならず，中途採用，外部登用，定年退職後の再雇用等，柔軟な採用形態を用いて，

病院運営に必要な優れた人材を確保する。 

・国内の優れた病院や大学等との連携や教育及び研修の充実，県外を含む採用活動の促進等により高い専門性を持った優秀

な人材を確保する。 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

 

関連指標                                   （単位：人） 

病院名 項 目 平成 28 年 3 月現在 平成 27 年 3 月現在 

中央市民病院 

専門医数（延人数） 317 310 

認定医数（延人数） 210 201 

臨床教授等（延人数） 23 23 

研修指導医数(延人数) 128 111 

専門看護師数 13 13 

急性・重症患者 4 4 

慢性疾患 1 1 

感染 1 1 

がん 3 3 

老人 1 1 

精神 1 1 

小児  1 1 

母性 1 1 

認定看護師数 30 29 

皮膚・排泄ケア 5 5 

集中ケア 3 3 

救急 3 3 

感染管理 2 2 

がん化学療法 3 3 

緩和ケア 0 0 

がん性疼痛 1 1 

糖尿病 2 1 

手術 1 1 

摂食・嚥下障害 1 1 

乳がん 1 1 

不妊症 1 1 

脳卒中リハ 1 1 

新生児集中ケア 2 2 

認知症 1 1 

慢性心不全 1 1 

がん放射線療法 1 1 

慢性呼吸疾患 1 1 

専門薬剤師（延人数） 68 27 

診療情報管理士数 8（7） 5（7） 

医療情報技師数 27 27 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

西市民病院 

専門医数（延人数） 110 111 

認定医数（延人数） 73 70 

臨床教授等（延人数） 7 10 

研修指導医数(延人数) 20 22 

専門看護師数 4 4 

急性・重症患者 2 2 

老人 1 1 

精神 1 1 

認定看護師数 7 7 

皮膚・排泄ケア 1 1 

感染管理 1 1 

がん化学療法 1 1 

緩和ケア 1 1 

がん性疼痛 1 1 

手術 1 1 

慢性呼吸疾患 1 1 

専門薬剤師（延人数） 7 7 

診療情報管理士数 5(4) 4（5） 

医療情報技師数 10 10 

西神戸医療センター 

専門医数（延人数） 144 136 

認定医数（延人数） 81 78 

臨床教授等（延人数） 9 11 

研修指導医数(延人数) 90 92 

専門看護師数 3 2 

慢性疾患 

感染 

1 

0 

1 

1 

0 

1 

1 

0 

がん 

精神 

認定看護師数 14 

3 

1 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

12 

3 

1 

1 

2 

0 

1 

1 

1 

1 

皮膚・排泄ケア 

集中ケア 

救急 

感染管理 

がん化学療法 

緩和ケア 

手術 

脳卒中リハ 

がん放射線療法 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

小児救急 1 1 

専門薬剤師（延人数） 17 16 

診療情報管理士数 4（4） 3（7） 

医療情報技師数 8 8 

神戸アイセンター病院 

専門医数（延人数） - - 

認定医数（延人数） - - 

臨床教授等（延人数） - - 

研修指導医数(延人数) - - 

診療情報管理士数 - - 

医療情報技師数 - - 

※ （ ）書きは嘱託職員，委託職員，派遣職員の有資格者数 

（2）職員の能力向上等への取組み （2）職員の能力向上等への取組み 

病院で働く職員の能力の高度化及び専門化を図るため，職員の資格取得

等に対する支援や指導者の育成に努めるとともに，専門技術の向上に加え

て患者への応対も含めた人材の成長を促す研修制度の充実を図ること。  

 なお，病院業務の受託者に従事する者も共に病院を運営するパートナー

であるので，その能力向上が可能となるような環境の整備に努めること。 

 

・市民病院職員としての使命感を持ち，高い専門性と協調性，豊かな人間性を兼ね備えた職員を育成する。 

・すべての職員が必要な技能や知識を習得できるよう教育及び研修制度を充実し，指導者の育成も含めた次世代医療を担う

人材を育成する。また，高い意識とホスピタリティ（思いやり）の心を持った職員を育成するため，患者応対研修等も実

施する。 

・学術や研究の促進支援体制，研究休職制度及び資格取得支援制度を充実させ，積極的に活用することにより，職員の技術

及び知識の向上や専門性の高い資格の取得を促進する。 

・若手の職員を中心として，将来の病院運営を担う人材を育成するため，ＯＪＴ（職場の上司や先輩が部下や後輩に対し具

体的な仕事を通じて，仕事に必要な知識，技術，技能及び態度等を指導すること。）による人材育成を基本にできるだけ多

くの職場を経験させるよう積極的に人事異動を行う。 

・受託先の従事者も共に病院を運営するパートナーとして能力の向上が可能となるような環境の整備に努めるよう働きかけ

る。 

関連指標                                   （単位：人） 

病院名 項 目 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 

患者応対研修等参加者数※１ 376 990 

研究休職制度等利用者数 6 5 

資格取得支援制度利用者数 45 38 

西市民病院 

患者応対研修等参加者数※2 47 82 

研究休職制度等利用者数 4 1 

資格取得支援制度利用者数 13 7 

西神戸医療センター 

患者応対研修等参加者数※１ 57 70 

研究休職制度等利用者数 3 － 

資格取得支援制度利用者数 10 9 

神戸アイセンター病院 患者応対研修等参加者数※１ - - 

研究休職制度等利用者数 - - 

資格取得支援制度利用者数 - - 

※１ 委託職員等も含む。 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

※２ 委託業者等が主催する研修会は含まない。 

（3）人材育成等における地域貢献 （3）人材育成等における地域貢献 

臨床研修医及び専攻医の受入れ及び神戸市看護大学を始めとした看護

学生の受入れに努め，教育研修制度を充実させるなど教育病院（専門医等

の研修施設として認定された教育施設としての性質を有する病院）として

の役割を果たすこと。  

また，学生だけでなく地域医療機関の職員への研修を行うことを始めと

して地域全体の医療の質の向上に資すること。 

・公的病院の使命である救急及び急性期医療に加え，福祉との連携を踏まえた地域医療等を学ぶ場として，臨床研修医及び

専攻医のみならず，医学部生，看護学生，薬学部生をはじめとした，医療系学生及び地域医療を支える人材を積極的に受

け入れる体制の充実等，地域における優秀な人材の育成と医療の質向上に貢献する。 

 

関連指標                                     （単位：人） 

病院名 項 目 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 

講師等派遣数（延人数） 1,243 1,104 

臨床研修医数 36 35 

専攻医数 112 106 

学生実習等受入数（延人数）   

医学部生・歯学部生 1,052 1,151 

看護学生 3,642 4,198 

薬学部生 2,133 2,156 

臨床検査 225 232 

理学療法・作業療法・言語聴覚 2,537 1,685 

臨床工学 556 484 

管理栄養 110 50 

視能訓練 85 144 

西市民病院 

講師等派遣数（延人数） 191 225 

臨床研修医数 16 15 

専攻医数 19 17 

学生実習等受入数（延人数）   

医学部生・歯学部生 258 205 

看護学生 2,294 2,295 

薬学部生 682 615 

臨床検査 190 168 

理学療法・作業療法・言語聴覚 105 185 

臨床工学 72 128 

管理栄養 200 200 

視能訓練 0 0 

西神戸医療センター 

講師等派遣数（延人数） 242 327 

臨床研修医数 18 18 

専攻医数 29 27 

学生実習等受入数（延人数）  

280 

2,626 

 

310 

2,927 

医学部生・歯学部生 

看護学生 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

薬学部生 495 

181 

153 

122 

80 

216 

165 

156 

58 

136 

80 

144 

臨床検査 

理学療法・作業療法・言語聴覚 

臨床工学 

管理栄養 

視能訓練 

神戸アイセンター病院 

講師等派遣数（延人数） - - 

専攻医数 - - 

学生実習等受入数（延人数） - - 

医学部生 - - 

視能訓練 - - 

その他 - - 

              

２ 働きやすくやりがいの持てる環境づくり ２ 働きやすくやりがいの持てる環境づくり  

（1）努力が評価され報われる人事給与制度等の導入 （1）努力が評価され報われる人事給与制度等の導入 

努力が評価され，報われる人事給与制度や昇任制度を導入するなどやり

がいのある病院となるよう努めること。 

・組織及び職員それぞれの業績や，チーム医療をはじめ医療の質向上等への貢献が病院の経営及び運営に与えた影響等を総

合的に評価する公平かつ客観的な評価制度を導入し，社会一般の情勢への適合に加え病院の経営実績も加味しつつ，賞与

等の給与に反映する制度を構築する。 

・昇任制度について，能力や経験等を踏まえた昇任資格の見直し等の改善を行い，優秀な職員を積極的に登用する。  

（2）働きやすい環境の整備 （2）働きやすい環境の整備 

市民病院で働く職員の業務を明確にし，適切な役割分担を図るとともに

勤務環境を整備するなど，意欲ある職員が働き続けられるように努めるこ

と。  

 

・病院で働くすべての職員にとってやりがいが持て，働きやすい職場づくりを行うため，職員ニーズを把握し，執務環境の

改善等モチベーション向上に繋がる具体的な取り組みを実施する。 

・育児等を行う職員が安心して働けるよう院内保育所等の充実や，超高齢社会への対応も踏まえた職員が働きやすい環境を

実現するための制度の積極的活用及び一層の充実に取り組む。 

・職員の負担軽減を図るため，職種間の連携や役割分担，民間事業者の活用等を促進するとともに，勤務体制の工夫及び改

善等を行う。 

・職員の様々な相談窓口（メンタルヘルス，ハラスメント及び内部通報等）について，積極的な周知を図り利用を促進する

とともに，職場におけるストレスの解消やメンタルヘルスに関する支援を充実させる等，職員の精神的な健康の確保のた

めの取り組みを充実する。 

第４ 財務内容の改善に関する事項 第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 安定的な経営基盤の維持  １ 安定的な経営基盤の維持  

（1）安定的な経常収支及び資金収支の維持 （1）安定的な経常収支及び資金収支の維持 

本市からの運営費負担金の交付の下，政策的医療を行い，市民病院としての役

割を果たしながら，中期目標期間を通じて収支を均衡させるよう，各年度安定的

な病院経営の維持を図ること。 

・政策的医療に係る市からの運営費負担金等の交付の下，市民病院としての役割を果たすとともに，増収対策及び費用の合

理化により，安定した経営基盤を維持し，より自立した経営を行う。 

・医療を取り巻く環境の変化に迅速に対応できるよう，適時，的確な経営分析を進めるとともに，地方独立行政法人の特性

を生かした，機動的かつ戦略的な病院経営を行うことにより，安定的な経常収支及び資金収支の維持を図る。 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

 

目標値 

病院名 項 目 目標値 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 

単年度資金収支（百万円） 1,373 ▲1,435 1,375 

経常収支比率（％） 100.3 99.7 100.1 

医業収支比率（％） 98.0 

(103.8) 

96.5 

(103.5) 

96.1 

(104.0) 

西市民病院 

単年度資金収支（百万円） 48 ▲385 80 

経常収支比率（％） 100.1 98.1 100.3 

医業収支比率（％） 94.9 

(102.7) 

92.1 

(100.6) 

95.3 

(103.1) 

西神戸医療センター 

単年度資金収支（百万円） 6,252 287 ▲1,192 

経常収支比率（％） 100.9 100.0 95.6 

医業収支比率（％） 97.7 

(103.4) 

92.9 

- 

90.0 

- 

神戸アイセンター病

院 

単年度資金収支（百万円） 111 - - 

経常収支比率（％） 99.2 - - 

医業収支比率（％） 98.5 

(103.5) 

- - 

※ 目標値は平成 30 年度，中央市民病院及び西市民病院の単年度資金収支の目標値は 5 年間の累積，西神戸医療

センターの単年度資金収支の目標値は 2 年間の累積，神戸アイセンター病院の単年度資金収支の目標値は 2

年間の累積 

※ 医業収支比率（％）の目標値（ ）内は運営費負担金等を含めたもの。 

 

関連指標                                 （単位：％） 

病院名 項 目 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 

運営費負担金比率 

7.2 7.1 

西市民病院 8.7 10.2 

西神戸医療センター - - 

神戸アイセンター病院 - - 

      

（2）収入の確保 （2）収入の確保 

病床や手術室及び高度医療機器の効率的な運用を行うとともに，診療報

酬の請求漏れや減点を防止し，堅実な未収金対策を講ずるなどして，確実

に収入を確保すること。  

また，診療報酬改定に的確かつ速やかに対応するため，人的及び物的な

資源を有効に活用し，収入が確保できるよう努めること。 

・各病院の医療機能に応じた患者の受け入れ強化や適切な病床利用率の維持，ＤＰＣ/ＰＤＰＳを踏まえた在院日数の適正化，

手術室や医療機器の効率的な運用等を行う。 

・診療報酬の徹底した分析を行い，増収のために体制の充実及び適正化を図る等，継続的に安定した収入を確保する。 

・未収金対策については，組織全体の取り組みとして，その発生の未然防止を図るとともに，回収率を向上させる。 

 

目標値                                     （単位：％） 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

病院名 項 目 目標値 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 
病床利用率※ 

93.3 92.5 92.9 

西市民病院 89.5 83.5 87.7 

西神戸医療センター 病床利用率※ 
一般 89.8 87.8 85.5 

結核 60.0 59.8 49.6 

神戸アイセンター病

院 
病床利用率※ 61.5 - - 

   ※ 病床利用率＝［{毎日 24 時現在の在院患者数＋退院患者数（当日入院当日退院患者も含む。）}/許可病床数（中央は

感染症病床，西神戸医療センターは結核病床を除く。）×日数（365 又は 366）］×100 

※ {毎日 24 時現在の在院患者数/許可病床数（中央は感染症病床，西神戸医療センターは結核病床を除く。）×日数（365

又は 366）}×100 にて算出した平成 27年度の病床利用率は中央市民病院 84.0％，西市民病院 76.7％，西神戸医療センタ

ー79.9％，平成 26年度の病床利用率は中央市民病院 84.6％，西市民病院 80.6％，西神戸医療センター78.0％となる。 

 

関連指標   

病院名 項 目 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 

平均在院日数（日） 10.8 11.2 

延患者数（人）     入院 233,611 233,978 

           外来 478,070 469,642 

新規患者数（人）    入院 21,559 20,983 

           外来 86,688 87,345 

患者 1 人１日当たり診療単価

（円）        入院 

 

93,246 

 

90,438 

          外来 17,717 16,869 

査定減率（％）     入院 0.61 0.47 

           外来 0.16 0.29 

未収金額（百万円）   現年 49 37 

         滞納繰越 92 88 

西市民病院 

平均在院日数（日） 12.3 12.5 

延患者数（人）     入院 109,352 114,541 

           外来 217,182 236,348 

新規患者数（人）    入院 8,934 9,140 

           外来 23,081 24,744 

患者 1 人１日当たり診療単価

（円）      入院 

 

53,385 

 

53,169 

          外来 13,628 12,145 

査定減率（％）     入院 0.38 0.35 

           外来 0.29 0.29 

未収金額（百万円）   現年 12 12 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

         滞納繰越 36 35 

西神戸医療センター 

平均在院日数（日） 
一般 

結核 

11.1 

64.6 

11.3 

61.1 

延患者数（人）  

入院 
一般 

結核 

136,525 

10,949 

132,003 

9,051 

外来 
一般 

結核 

391,979 

491 

389,196 

568 

新 規 患 者 数

（人） 

入院 
一般 

結核 

12,311 

166 

11,683 

150 

外来 
一般 

結核 

38,562 

134 

38,815 

121 

患者 1 人１日

当たり診療単

価（円） 

入院 
一般 

結核 

63,641 

24,782 

61,023 

26,911 

外来 
一般 

結核 

12,742 

13,412 

12,463 

16,543 

査定減率（％）     入院 0.44 

0.16 

0.25 

0.16            外来 

未収金額（百万円）   現年 35 

23 

41 

25          滞納繰越 

神戸アイセンター病

院 

平均在院日数（日） - - 

延患者数（人）     入院 - - 

           外来 - - 

新規患者数（人）    入院 - - 

             外来 - - 

患者 1 人１日当たり診療単価

（円）      入院 

- - 

           外来 - - 

査定減率（％）      入院 - - 

           外来 - - 

未収金額（百万円）   現年 - - 

         滞納繰越 - - 

 

                       

（3）費用の合理化及び業務の効率化 （3）費用の合理化及び業務の効率化 

引き続き地方独立行政法人のメリットを生かし，コストの徹底管理及び

各部門での業務内容や委託業務の見直しを行い，費用の合理化及び業務の

効率化を図ること。  

 

・固定費をはじめとした費用については，給与費比率，経費比率等病院経営指標を分析し，その削減や効率化及び平準化を

図る。また，業務内容や執行状況等を定期的に検証し，業務の効率化を進める。 

・医療を取り巻く状況の変化への対応，医療の質向上や医療安全の確保，患者サービス向上等に十分配慮した上で，業務量

に応じた人員配置や多様な雇用形態の活用等により効率的かつ効果的な体制及び組織を構築する。 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

・診療材料及び医薬品においては，市場調査に基づく価格交渉の継続実施や在庫管理の徹底，さらには多様な契約手法の活

用等により，医師はじめ病院全体で，より一層の費用の削減を進める。 

 

目標値                                 （単位：％） 

病院名 項 目 目標値 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 

給与費比率 45.6 46.3 45.8 

材料費比率 31.0 30.5 29.8 

経費比率 18.7 17.6 18.7 

西市民病院 

給与費比率 55.8 57.4 56.3 

材料費比率 22.9 25.0 23.3 

経費比率 17.3 16.6 16.3 

西神戸医療センター 

給与費比率 50.8 49.3 50.4 

材料費比率 25.9 26.7 26.4 

経費比率 20.0 25.1 29.7 

神戸アイセンター病院 

給与費比率 35.7 - - 

材料費比率 33.4 - - 

経費比率 17.4 - - 

  ※ 西神戸医療センターの平成 26年度実績及び平成 27年度実績は会計制度が異なるため参考値として記載 

 

関連指標                                 （単位：％） 

病院名 項 目 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 
後 発 医 薬 品 の

数量割合※ 

68.0 54.2 

西市民病院 72.0 69.0 

西神戸医療センター 73.2 69.7 

   ※ 入院ＤＰＣ／ＰＤＰＳデータより 

 

２ 質の高い経営ができる病院づくり  ２ 質の高い経営ができる病院づくり  

（1）質の高い経営体制の維持 （1）質の高い経営体制の維持 

中期目標及び中期計画を着実に達成するために，経営に関する状況や問

題点を全職員が共有し，ＰＤＣＡサイクル（計画，実行，評価及び改善の

４段階を繰り返すことによって業務を継続的に改善すること）を確実に行

えるよう目標管理の仕組みを確立させるとともに，リスクマネジメント体

制を構築するなど，長期的視点に立った質の高い経営を行うこと。 

・理事会や常任理事会を継続的に開催するとともに，理事長をはじめ院長や各部門長の権限の明確化や経営企画機能の強化

等により，医療を取り巻く環境の変化に迅速に対応し，より質の高い経営ができる体制を確立し，維持する。 

・全職員，特に，診療科長や部門長が目標及び課題を共有し，ＰＤＣＡサイクル（計画，実行，評価及び改善の４段階

を繰り返すことによって業務を継続的に改善すること。）を確実に行うことやリスクマネジメント体制を構築するこ

とにより，経営改善に取り組み，長期的視点に立った質の高い経営を進める。  

（2）計画的な投資の実施 （2）計画的な投資の実施 

社会情勢の変化や周辺の医療状況，市民ニーズ等を踏まえ，状況に応じ

た的確な投資を検討すること。その際，投資効果はもちろんのこと，投資

後の収支の見通しを立てた上で，最終的には収支のバランスがとれるよう

計画的に投資を行い，投資の実施後はその効果を検証すること。 

・超高齢社会に向けて，今後の医療需要の変化や医療政策の動向等を踏まえ，人材の確保・育成や医療機能の充実を図るた

め，必要性や採算性を考慮し，病床規模及び外来機能等について検討するとともに，高度医療機器の更新及び整備等，総

合的な投資計画を策定し，着実に投資を行うとともに，その効果を検証する。 

（3）環境にやさしい病院づくり （3）環境にやさしい病院づくり 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

本市が策定した「神戸市地球温暖化防止実行計画」の達成に向けて，温

室効果ガスの削減に取り組むとともに，エネルギーや資源の消費を自主的

に又は継続的に節減するなど環境にやさしい病院づくりを目指すこと。 

・省エネルギー化及び自然エネルギーの積極的活用，ゴミ分別の徹底及びリサイクルの推進による廃棄物の減量等により，

温室効果ガスの削減に取り組む等，環境負荷軽減を図り，環境にやさしい病院づくりを行う。 

 

関連指標                                    （単位：％） 

病院名 項 目 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 

エネルギー使用削減率 

（前年度比削減率） 

3.3 ▲0.8 

西市民病院 1.9 5.9 

西神戸医療センター 1.9 1.5 

神戸アイセンター病院 - - 

          

第５ その他業務運営に関する重要事項 第５ その他業務運営に関する重要事項を達成するためにとるべき措置 

１ 中央市民病院におけるＰＦＩ事業の円滑な推進 １ 中央市民病院におけるＰＦＩ事業の円滑な推進 

中央市民病院については，ＰＦＩ事業者との連携をより密にし，協働で

質の高い病院サービスの提供を図っていくこと。そのため，ＰＦＩ事業に

ついては定期的に検証し，その検証の結果を踏まえ，迅速に業務改善等を

行い，円滑に事業を行うこと。 

・病院経営のパートナーであるＰＦＩ事業者との連携をより密にし，協働の精神により，最適な患者サービスや質の高い病

院サービスを提供するとともに，病院運営の効率化を図る。 

・病院及び事業者の双方が，互いに職務のプロとしての自覚と責任の下，病院を取り巻く環境の変化に適切に対応し，継続

的に業務を改善及び発展させていく。 

 

２ 市関連病院との連携 ２ 市関連病院との連携 

神戸リハビリテーション病院も含めた本市の関連病院で，医療機能に応じて相

互に患者の紹介を行い，職員の人事交流も積極的に行うなど意思疎通を図ること。 

・市関連病院（市民病院及び神戸リハビリテーション病院）相互に医療機能に応じて患者の紹介・逆紹介を行うとともに，

各部門での連携会議や研修会等の開催，人事交流についても積極的に行う等連携の促進を図る。 

 

関連指標                                       （単位：人） 

病院名 項 目 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 
市関連病院からの紹介患者数 1,070 1,050 

市関連病院への紹介患者数 1,608 1,458 

西市民病院 
市関連病院からの紹介患者数 453 465 

市関連病院への紹介患者数 1,204 1,068 

西神戸医療センター 
市関連病院からの紹介患者数 302 277 

市関連病院への紹介患者数 777 1,288 

市民病院との職員の人事交流数 

 一般財団法人神戸市地域医療振興

財団 

48 51 

公益財団法人先端医療振興財団 10 12 

一般財団法人 神戸在宅医療・介護

推進財団 

0 0 
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第２期中期目標（案） 第２期中期計画(案) 

 

３ 神戸医療産業都市における役割 ３ 神戸医療産業都市における役割 

本市が推進する神戸医療産業都市に関して，特に中央市民病院は，臨床

に応用される段階になった医療については，安全性と倫理性への十分な配

慮の下に逸早く市民に提供していくこと。また，臨床部門の核として周辺

の高度専門医療機関等との役割分担を明確にした上で連携し，市民にとっ

て最適な治療を提供すること。  

・神戸医療産業都市における役割として，臨床に応用される段階になった医療については，安全性と倫理性への十分な配慮

の下に逸早く市民に提供する。また，特に中央市民病院は，臨床部門の核として周辺の高度専門医療機関等との役割分担

を明確にした上で連携を図り，リーダーシップを発揮する。 

 

関連指標  

病院名 項 目 平成 27 年度実績 平成 26 年度実績 

中央市民病院 

先端医療センターとの共同研究件数（件） 6 6 

先端医療センターからの紹介患者数（人） 457 529 

先端医療センターへの紹介患者数（人） 431 454 

周辺医療機関※１からの紹介患者数（人） 684 518 

周辺医療機関※１への紹介患者数（人） 1,606 1,409 

西市民病院 

先端医療センターとの共同研究件数（件） － － 

先端医療センターからの紹介患者数（人） 42 52 

先端医療センターへの紹介患者数（人） 212 156 

周辺医療機関※１からの紹介患者数（人） － － 

周辺医療機関※１への紹介患者数（人） － － 

西神戸医療センター 

先端医療センターとの共同研究件数（件） 2 － 

先端医療センターからの紹介患者数（人） 7 8 

先端医療センターへの紹介患者数（人） 547 529 

周辺医療機関※１からの紹介患者数（人） － － 

周辺医療機関※１への紹介患者数（人） － － 

   ※ 周辺医療機関は神戸低侵襲がん医療センター，西記念ポートアイランドリハビリテーション病院，一般財団法人神戸マ

リナーズ厚生会ポートアイランド病院及び平成 28年 5月 1 日に開院した県立こども病院等をいう。 
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第２期 中期目標 第２期中期計画（案） 

 第６ 予算（人件費の見積もりを含む。）収支計画及び資金計画 

 「第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置」を着実に実行することにより，運営費負担金等

の交付の下，市民病院としての役割を果たすとともに，安定的な経常収支及び資金収支の維持を図る。 

 １ 予算（平成 26～30 年度）                     （単位：百万円） 

区   分 金   額 
 収入 
   営業収益 
     医業収益 
     運営費負担金 
     その他営業収益 
   営業外収益  
     運営費負担金 
     その他営業外収益 
   臨時利益 
     運営費負担金 

  その他臨時利益 
資本収入 

     運営費負担金 
     運営費交付金 
     長期借入金                                                                                                              

その他資本収入 
   その他の収入 
             計 

 
253,856  
236,020  
17,226  

610  
5,952  
2,177  
3,775  

500 
500  

0  
28,241  

773  
0  

22,854  
4,614  

0  
288,549  

 支出 
   営業費用 
     医業費用 
       給与費 
       材料費 
       経費 
       研究研修費 
     一般管理費 
      （給与費） 
      （経費） 
      （研究研修費） 
   営業外費用 
   臨時損失 

資本支出 
     建設改良費 
     償還金 
     その他の資本支出 
   その他の支出 
             計 

 
238,294  
233,433  
112,132  
71,837  
47,946  
1,518  
4,861  
1,726  
3,039  

96  
4,653  

0  
37,818  
23,858  
13,532 

428 
0   

280,765   

※ 期間中の診療報酬の改定，給与改定及び物価の変動等は０％と試算している。  

[人件費の見積もり ] 

期間中総額 113,858 百万円を支出する。  

なお，当該金額は，役員報酬並びに職員基本給，職員諸手当，時間外勤務手当及び休職者給与の額に相当するもので

ある。  

[運営費負担金の繰出基準等 ] 

救急医療等の行政的経費及び高度医療等の不採算経費については，毎年度総務省が発出する「地方公営企業繰出金に

ついて」に準じた考え方による。  

建設改良費及び長期借入金等元利償還金に充当される運営費負担金等については，経常費助成のための運営費負担金

等とする。  

ただし，用地取得に係る建設改良費及び長期借入金元金償還金に充当される運営費負担金等については，資本助成の

ための運営費負担金等とする。  
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 ２ 収支計画（平成 26 年度～30 年度）                （単位：百万円） 

区   分 金   額 

収入の部 
  営業収益 
    医業収益 
    運営費負担金収益 
    補助金等収益 
    寄付金収益 
    資産見返運営費負担金戻入 
    資産見返運営費交付金戻入 
    資産見返補助金戻入 
    資産見返寄付金戻入 
    資産見返物品受贈額戻入 
  営業外収益  
    運営費負担金収益 
    その他営業外収益 
  臨時利益 

運営費負担金収益 
    その他臨時利益 

 
257,350  
235,451  
17,226  

556  
54  
4  

3,053  
27  
3  

976  
5,769  
2,177  
3,592  

500 
500 

0    

支出の部 
  営業費用 
    医業費用 
      給与費 
      材料費 
      経費 
      減価償却費 
      研究研修費 
    一般管理費 
     （給与費） 
     （経費） 
     （減価償却費） 
     （研究研修費） 
  営業外費用 
     （財務費用） 
     （控除対象外消費税償却） 
     （営業外雑支出） 
  臨時損失 

 
248,441 
243,583  
113,044  
66,437  
44,708  
18,079  
1,315  
4,858 
1,738   
2,993  

37  
90 

14,042 
4,044 

885 
9,113 

4  

純利益 
目的積立金取崩額 
総利益 

1,132  
0  

1,132  

     
※ 期間中の診療報酬の改定，給与改定及び物価の変動等は０％と試算している。  
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 ３ 資金計画（平成 26～30 年度）                   （単位：百万円） 

区   分 金   額 

資金収入 
  業務活動による収入 
    診療業務による収入 
    運営費負担金による収入 
    その他の業務活動による収入 
  投資活動による収入 
    運営費負担金による収入 
    運営費交付金による収入 
    その他の投資活動による収入 
  財務活動による収入 
    長期借入れによる収入 
    その他の財務活動による収入 
  前期中期目標の期間よりの繰越金 

 
260,308  
236,020  
19,903  
4,385  
5,387  

773  
0 

4,614  
22,854  
22,854  

0  
13,455  

資金支出 
  業務活動による支出 
    給与費支出 
    材料費支出 
    その他の業務活動による支出 

投資活動による支出 
    有形固定資産の取得による支出 
    無形固定資産の取得による支出 
    その他の投資活動による支出 
  財務活動による支出 
    長期借入金の返済による支出 
    移行前地方債償還債務の償還による支出 
    その他の財務活動による支出 
  次期中期目標の期間への繰越金 

  
242,947  
113,858  
71,837  
57,252  
24,286  
18,891 
4,967  

428  
13,532  
10,346 
3,186  

0  
21,239  

※ 期間中の診療報酬の改定，給与改定及び物価の変動等は０％と試算している。  
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 第７ 短期借入金の限度額 

 １ 限度額 10,000 百万円 

 ２ 想定される短期借入金の発生理由 

(1)賞与の支給等による一時的な資金不足への対応 

(2)予定外の退職者の発生に伴う退職手当の支給等，偶発的な出費への対応 

 第８ 重要な財産を譲渡し，又は担保に供する計画 

 なし。なお，看護師宿舎の土地・建物について，不要となった資産の譲渡を含めた活用を進める。 

 第９ 剰余金の使途 

 決算において剰余を生じた場合は，病院施設の整備・修繕，医療機器の購入，人材育成及び能力開発の充実等に充て

る。 

 第 10 料金に関する事項 

 １ 料金  

病院の診療料及びその他の諸料金（以下「診療料等」という。）は次に定める額とする。 

(1)健康保険法(大正 11 年法律第 70 号)，高齢者の医療の確保に関する法律（昭和 57 年法律第 80 号）及びその他の

法令等により診療を受ける者 健康保険法第 76 条第２項（同法第 149 条において準用する場合を含む。），高齢者の

医療の確保に関する法律第 71 条第１項及びその他の法令等の規定に基づき算定する額 

(2)(1)に規定する以外の者であって，次の①から③に掲げる者については，当該各号の区分に応じ定める額とする。 

①  労働者災害補償保険法(昭和 22 年法律第 50 号)第 13 条の規定により診療を受ける者 兵庫労働基準局長と協定

した療養に要する費用の額の算定方法により算定した額 

②  地方公務員災害補償法(昭和 42 年法律第 121 号)第 26 条の規定により診療を受ける者 地方公務員災害補償基

金支部長と協定した療養に要する費用の額の算定方法により算定した額 

③  自動車損害賠償保障法(昭和 30 年法律第 97 号)の規定による損害賠償の対象となる治療を受ける者，分娩する

者及びその他理事長が別に定める者 理事長が別に定める額 

(3)その他前２項以外の額については，以下の表に規定する額とする。 

種  別 金   額 摘   要 

病
室
使
用
加
算
額 

中央市
民病院 

特室 １人１日につき 3 万円  面積が約 27～30 ㎡の個室 

個室Ａ １人１日につき 1 万 5,000 円 面積が約 20～26 ㎡の個室 

個室Ｂ １人１日につき 1 万 1,000 円 面積が約 15～18 ㎡の個室 

個室Ｃ １人１日につき 9,000 円   

西市民
病院 

特室 １人１日につき 2 万 4,000 円 面積が約 28 ㎡の個室 

個室Ａ １人１日につき 1 万 1,000 円 面積が約 14 ㎡の個室 

個室Ｂ １人１日につき 9,000 円   

西神戸 
医療セ
ンター 

個室Ａ １人１日につき 1 万 4,000 円 面積が約 17 ㎡の個室 

個室Ｂ １人１日につき １万円 面積が約 15 ㎡の個室 

2 人個室 １人１日につき 9,000 円  

産科個室Ａ １人１日につき 1 万 4,000 円 面積が約 17 ㎡の個室 

産科個室 B １人１日につき 1 万円 面積が約 15 ㎡の個室 

神戸
アイ
セン

個室Ａ １人１日につき 1 万 5,000 円 面積が約 22 ㎡の個室 

 個室Ｂ １人１日につき 1 万 1,000 円 面積が約 18 ㎡の個室 
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ター
病院 

個室Ｃ １人１日につき 9,000 円  

分娩料 1 児につき 10 万 5,000 円 
時間外は 20 パーセント増
し，深夜は 40 パーセント
増しとする。 

備考 

１ 本市に住所を有しない者に係る料金の額は，この表の 30 パーセント増しとする。 

２ この表において「時間外」とは，休日（就業規則に規定する休日をいう。以下同じ。）以外の日にあって

は午前６時から午前９時まで及び午後５時から午後 10 時までを，休日にあっては午前６時から午後 10 時

までをいう。 

３ この表において「深夜」とは，午後 10 時後から翌日午前６時前までをいう。 

４ 病室使用加算額について，２人用の病室を使用者の申出により理事長が病院の管理上特に支障がないと

認めて１人で使用することを許可した場合は，100 パーセント増しとする。 

(4)前３号に規定がないものについては，実費等を勘案し別に理事長の定める額とする。また，消費税法（昭和 63 年

法律第 108 号）第６条の規定により非課税とされるものを除く診療料等については，それぞれ当該各号により算定

した額に 100 分の 108 を乗じて得た額（その額に１円未満の端数を生じたときは，これを切り捨てた額）とする。 

 ２ 料金の減免 

理事長が，特別の事情があると認めたときは，診療料等の全部又は一部を減免することができるものとする。 

 第 11 地方独立行政法人神戸市民病院機構の業務運営等に関する規則で定める業務運営に関する事項  

 １ 施設及び設備に関する計画（平成 26 年度～平成 30 年度） 

                           （単位：百万円）  

施設及び設備の内容 予定額 財源 

病院施設，医療機器等整備 総額  23,858 神戸市長期借入金等 

※１ 金額については見込みである。 
※２ 各事業年度の神戸市長期借入金等の具体的な内容については，各事業年度の予算編成過程において決定される。 

 ２ 人事に関する計画 

・医療を取り巻く状況の変化への対応，医療の質向上や医療安全の確保，患者サービス向上等に十分配慮した上で，業

務量に応じた人員配置や多様な雇用形態の活用等により効率的かつ効果的な体制及び組織を構築する。  

・神戸市職員から法人職員への移行に伴う制度の整備を行う等，原則として法人職員で運営できる体制への移行を計画

的に促進する。 
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 ３ 中期目標の期間を超える債務負担 

(1)移行前地方債償還債務                        （単位：百万円）  

 
中期目標期間償還額 次期以降償還額 総債務償還額 

移行前地方債償還債務 3,186 4,655 7,841 

(2)長期借入金                                 （単位：百万円） 

 
中期目標期間償還額 次期以降償還額 総債務償還額 

長期借入金償還額 10,346 61,752 72,098 

(3)新中央市民病院整備運営事業                      （単位：百万円） 

項 目 事業期間 中期目標期間事業費 次期以降事業費 総事業費 

新中央市民病院整備 
運営事業 

平成 26 年度～平成
52 年度（27 年間） 

13,526 58,027 71,553 

            

 ４ 積立金の処分に関する計画 

前期中期目標期間繰越積立金については，病院施設の整備，修繕，医療機器の購入，人材育成及び能力開発の充実等

に充てる。 


